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 (博士後期課程) 

第 4 条 博士後期課程は、高度の専門研究及び専門諸分野の基礎に立つ高度の学

際的総合研究を行うに必要な創造的能力を育成し、研究者として自立して研究

活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な研究能力及

びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

2 前項の目的を達成するため、次条に定める博士後期課程各専攻の目的は、次

に掲げるとおりとする。 

(1) 比較社会文化学専攻は、人間・社会・文化のありように対応した人間理

解・社会把握・文化構造の再考と、それに伴う領域横断的な視野を備え、多文

化の相互理解に立脚した学際的・国際的な研究を推進する高度な研究者、専門

職業人を養成する。 

(2) 人間発達科学専攻は、教育科学、心理学、発達臨床心理学、社会学、社会

政策学、保育学、児童学における高度な研究能力とともに、人間の心の発達と

社会環境に関る学問領域について学際的視野に基づき創造的な研究を推進する

高度な研究者、専門職業人を養成する。 

(3) ジェンダー学際研究専攻は、社会科学・人文科学・自然科学の諸学問領域

を土台として、ジェンダーの視点から様々な研究課題群を分析し、問題意識に

応じて学問領域を深めるとともに、研究課題に対し学際的な視点からの考察と

提言ができる高度な研究者、専門職業人を養成する。 

(4) ライフサイエンス専攻は、生命科学、生活科学の学問領域の有機的な統合

を試み、人間を生命、生活の両面から捉え、ライフサイエンスの諸領域を土台

に、高度な専門知識と研究能力を有する、研究者、専門職業人を養成する。 

(5) 理学専攻は、自然界の複雑な諸現象を現代自然科学の方法論に基づいて学

際融合的に教育研究し、高い専門性を基礎として新しい科学の創成を目指しつ

つ、幅広い知識と視野をもつ、次世代を担う高度な研究者、専門職業人を養成

する。 

 


